
















宮外苑で学徒出陣壮行大会 開催され このような状況下、 『三田新聞』で「学徒出陣特集号」が企画され こととなる。それま 三田新聞編集部は、在校生やＯＢ編集者によって運営されていたが、この に関しては、学内統制機関の報国団による編集ではないかという指摘があ
る（２）
。出版社の統合が行われ、 「出版新体制」のもと一元















を感じ、戦場で「書を読む兵士」 挿絵を描いていることからも明らかである。ここでは戦場での読書行為は、戦場で役立つ学問を養うもの あり、さらに友好的な占領を進めていくための、戦場での血を流さない武器として表象されて る。　
以下、具体的な執筆者やアンケート回答結果の傾向につい













































































私の気持としては、 軍隊に入る際 は、 一冊も本など携行せぬ方がよいのではないかと考へてゐます。軍隊には農民も商人も其他あらゆる層の人がゐます。 無学文盲の人達であつても、 その中に伍して決して学生知識人ぶることなくたゞ上官の命令のまゝに訓練をうけ、軍人に賜りたる勅諭を身読するのがまづ第一と思 れます。書物などさつぱ























































































































































































































































































































































（２） 「戦中・戦後の『三田新聞』を語る」 （ 『近代日本研究』第一
三巻、慶応義塾福澤研究センター、一九九七）
（３） 「彼」とはフィリピン兵のこ である。（４）小田切秀雄「文学における戦争責任の追求」 （ 『新日本文学』
新日本文学会、一九四六・六）
（なかの・あやこ／早稲田大学大学院）
